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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第31期 

第３四半期 
連結累計期間 

第32期 
第３四半期 
連結累計期間 

第31期 

会計期間 
自平成25年４月１日 
至平成25年12月31日 

自平成26年４月１日 
至平成26年12月31日 

自平成25年４月１日 
至平成26年３月31日 

売上高 （千円） 1,015,314 900,657 1,365,687 

経常利益又は経常損失（△） （千円） 8,203 △22,722 8,220 

四半期（当期）純損失（△） （千円） △1,366 △30,376 △95,236 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 944 △26,507 △93,473 

純資産額 （千円） 2,198,535 2,064,904 2,104,117 

総資産額 （千円） 2,910,325 2,807,918 2,820,916 

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△） 
（円） △0.21 △4.78 △14.94 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 75.5 73.5 74.6 

 

回次
第31期

第３四半期
連結会計期間

第32期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △0.87 △1.50

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

４．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期（当期）純損失金額」を算定しております。 

 

２【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融経済対策により、緩やかな回復基調にあるもの

の、消費税の増税に伴う駆け込み需要の反動や、新興国経済の成長鈍化に見られる世界経済への影響、原材料等の

価格上昇による影響が懸念されることから、先行き不透明な状況が続いております。

このような経済状況のなか、当社グループでは、スマートフォン向けネイティブアプリ開発を本格化し、新たな

クラウドサービスの拡充を進めております。また、各種決済代行関連サービスである、商工会議所検定受付システ

ムの契約件数も順調に増加しております。当連結会計年度におきましては、中長期の成長を目的とした事業転換を

行うべく、不採算サービスの整理及び新規事業への積極的な投資を行っております。

その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は900,657千円（前年同期比11.3％減）となりました。利

益面については、研究開発費等の積極的な先行投資により、営業損失25,196千円、経常損失22,722千円、四半期純

損失30,376千円となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発要員の増強を行ったこと等により、研究開発活動の

金額は、25,607千円（前年同期は、16,453千円）となりました。

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおける経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現

状と見通しにつきましては、重要な変更はありません。

(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

 ①財政政策

当社グループは、当第３四半期連結会計期間末現在、現金及び預金残高が747,771千円、有利子負債が350,000千

円と実質無借金経営を継続しております。

 ②財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、たな卸資産が11,928千円減少したこと等により、前連結

会計年度末と比べ12,997千円減少し2,807,918千円となりました。負債につきましては、流動負債のその他に含め

ております未払金が決済代行サービスの拡大に伴い22,690千円増加したこと等により、前連結会計年度末と比べ

26,214千円増加し743,013千円となりました。純資産につきましては、四半期純損失の計上や配当を実施したこと

等から、前連結会計年度末と比べ39,212千円減少し2,064,904千円となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種 類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,400,000

計 26,400,000

 

②【発行済株式】

種 類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内 容

普通株式 7,253,500 7,253,500
東京証券取引所

マザーズ

単元株式数は100株で

あります。

計 7,253,500 7,253,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～ 

平成26年12月31日 
－ 7,253,500 － 919,250 － 229,812

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  901,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,351,600 63,509 －

単元未満株式 普通株式    600 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 7,253,500 － －

総株主の議決権 － 63,509 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株含まれております。なお、「議決権の数」欄には、同機構

名義の完全議決権株式に係る議決権の数7個は含まれておりません。 

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 
所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

 株式会社ＡＳＪ
埼玉県川口市栄町

３丁目２－１６
901,300 － 901,300 12.43

計 － 901,300 － 901,300 12.43

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 853,345 747,771 

受取手形及び売掛金 26,289 17,338 

有価証券 － 110,253 

商品及び製品 36,642 26,405 

仕掛品 334 1,440 

原材料及び貯蔵品 4,485 1,688 

その他 166,534 180,724 

貸倒引当金 △25 △25 

流動資産合計 1,087,605 1,085,594 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 584,342 565,602 

土地 793,720 793,720 

その他（純額） 20,154 21,093 

有形固定資産合計 1,398,216 1,380,415 

無形固定資産    

のれん 35,356 25,324 

その他 163,084 178,610 

無形固定資産合計 198,441 203,935 

投資その他の資産 136,652 137,973 

固定資産合計 1,733,310 1,722,324 

資産合計 2,820,916 2,807,918 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 52,983 39,870 

短期借入金 350,000 350,000 

未払法人税等 12,037 9,331 

賞与引当金 － 16,618 

その他 296,018 321,741 

流動負債合計 711,039 737,561 

固定負債 5,760 5,452 

負債合計 716,799 743,013 

純資産の部    

株主資本    

資本金 919,250 919,250 

資本剰余金 872,031 872,031 

利益剰余金 717,499 674,418 

自己株式 △403,265 △403,265 

株主資本合計 2,105,516 2,062,435 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 25 113 

為替換算調整勘定 △1,425 2,355 

その他の包括利益累計額合計 △1,399 2,469 

純資産合計 2,104,117 2,064,904 

負債純資産合計 2,820,916 2,807,918 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 1,015,314 900,657 

売上原価 541,336 481,318 

売上総利益 473,978 419,338 

販売費及び一般管理費 467,771 444,535 

営業利益又は営業損失（△） 6,206 △25,196 

営業外収益    

受取利息及び配当金 1,338 1,184 

為替差益 1,921 2,556 

その他 903 949 

営業外収益合計 4,162 4,690 

営業外費用    

支払利息 1,730 1,716 

その他 435 500 

営業外費用合計 2,166 2,216 

経常利益又は経常損失（△） 8,203 △22,722 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
8,203 △22,722 

法人税、住民税及び事業税 9,569 7,654 

法人税等合計 9,569 7,654 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,366 △30,376 

四半期純損失（△） △1,366 △30,376 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,366 △30,376 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 127 88 

為替換算調整勘定 2,184 3,780 

その他の包括利益合計 2,311 3,868 

四半期包括利益 944 △26,507 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 944 △26,507 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負の

のれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

減価償却費 87,911千円 70,293千円

のれんの償却額 11,323千円 10,031千円

負ののれんの償却額 328千円 328千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日 

定時株主総会
普通株式 12,894 200  平成25年３月31日  平成25年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日 

定時株主総会
普通株式 12,704 2  平成26年３月31日  平成26年６月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  ネットサービス事業 その他事業 

売上高      

外部顧客への売上高 1,006,215 9,099 1,015,314 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 3,012 3,012 

計 1,006,215 12,111 1,018,326 

セグメント利益 201,617 7,569 209,186 
 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 209,186  

全社費用（注） △202,979  

四半期連結損益計算書の営業利益 6,206  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理営業部門に係る一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  ネットサービス事業 その他事業 

売上高      

外部顧客への売上高 891,557 9,099 900,657 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 3,122 3,122 

計 891,557 12,221 903,779 

セグメント利益 165,121 7,989 173,111 
 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 173,111  

全社費用（注） △198,307  

四半期連結損益計算書の営業損失 △25,196  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理営業部門に係る一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △21銭 △4円78銭

（算定上の基礎）    

四半期純損失金額（△）（千円） △1,366 △30,376

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千

円）
△1,366 △30,376

普通株式の期中平均株式数（株） 6,382,600 6,352,200

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して「１株当たり四半期純損失金額」を算定しております。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月10日

株式会社ＡＳＪ 

取締役会 御中 

 

新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 川口 宗夫  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 大和 哲夫  印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＡＳＪ

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成26

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビ

ューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＡＳＪ及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別

途保管しております。 

    ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 

 

2015/02/11 16:39:57／14043933_株式会社ＡＳＪ_第３四半期報告書


	表紙
	目次
	中表紙
	第一部【企業情報】
	第１【企業の概況】
	１【主要な経営指標等の推移】
	２【事業の内容】 

	第２【事業の状況】
	１【事業等のリスク】 
	２【経営上の重要な契約等】 
	３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

	第３【提出会社の状況】
	１【株式等の状況】
	（１）【株式の総数等】
	（２）【新株予約権等の状況】
	（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
	（４）【ライツプランの内容】 
	（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】
	（６）【大株主の状況】 
	（７）【議決権の状況】 

	２【役員の状況】

	第４【経理の状況】
	１【四半期連結財務諸表】
	（１）【四半期連結貸借対照表】 
	（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
	【四半期連結損益計算書】
	【四半期連結包括利益計算書】


	２【その他】 


	第二部【提出会社の保証会社等の情報】
	四半期レビュー報告書



